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　　　A－84 堰詰の製造エ程,;お･ﾅb鯨噛肉りM織匙侑(こっ･･T

　　　　　　ニヽ馬学18女手短大，八和恭子

　la的缶t詰の製追工杜･こおけ石鯨め筋肉，址喊むいこつヽ･て調べ･ti 。

　方法　解凍■ 薬ゐ処理( 食塩i 'A ,重曹/.sμ混入・水卜/ヽ5埓昨更凌) , 水希,（お･ｃ

/i分, /oe'C ぷ分）,巻時（なー･－y<^i幻加熱殺浙( //o'C貧分) －ふエ,程こ八n -嫁・筋肉を

採取（. , /D茄中性ホルマリン夜目刺麦Iてハ･ラフ４ンお｀よz人゛氷姑切片を作製｛た枚.

H-E染も, 呼一壕と, PAS 夕糖類反人ヽ，≪,cﾉ一一＆一｡-ふム<^ CメトS｝蛋一句質戻人ヽ,・●ゐ・乙

叩’脂質一希薄色おヽX ひご冠＆μu£,ヽﾔ性脂肪染色を施＼ 八，きら･こそIL t K・≒エ,程こ■と

い筋まね良かJ- j^筋,内膜・面fi i.soりヽ所け列り尤け処理1行'I -て比軟（た。

　結晨　筋線維･ま大型しJヽ型, 分けられ，斜凍埓りよ登胞化々ヽムられノリ< , 某ぶ･処枝

,;よ-< て靖失t tl。筋内膜･筋線緩t ・間隙n広々ヽつたダ, Jl・熱役菌I- よ心筋線維･・

蕩トヽ膨化・Iいわ間匯･よきわめマ狭< な，/≒や・ヽ豪もIけ･-f I X , 解凍時・筋線逢,i

栓赤色it I- I たμ, 薬み尺理,こよって大型・も<n は奇と･へ■Jヽ型の叱・n U 赤紫色とな

') , ム社･り疋，X ;? ム･こ々色･ヽら滉肴,紫とI-- 匙にI た。PAS仄友･I‥り気陽f±を示。八

八, 兼＆処理/;より陰f±.となっA 。A-jS 反た,i;解凍状態｡で紐,･。J~.iL ･りえって弱陽捧

I' '/・だ。筋線味内に

エ.佳(り疋って尺応･t塙夫( , ふU-'＆，好性･'I った。脂質･よ大■if 分ヽバf性脂肪で‘筋印

(:みられ/; 球加熱･;よ-; 減少( ti 。結合姐殲･よ豪み処^£にょぺ

μ加熱心哩μよって強さμ笥I tにその叱,ヵヽフ熱卜よってかぶ陽性鞘粒の筋内/剔慄ズ

ム丿＆出現^ 筋･司膜コターヶ゛／か泉維のセj’ラ手ン化パ認められtt。

　　　A－85 豆腐鋼理前後におけるμ繊学的吏化
　　　　　　京秤i^大家玖　　０口剪章子　今叶瑠丸^ ･ぱいフゑ

　目的　豆腐は，植物佐蛋白質食晶として重要なもの-t'あhi侈，これ・調理･げろ

変化,Cつ， r は価値ある鳶色がなされtいゐ，例之ば罷立右に(HI レてば膏恚・松永勾

享が既にf< の実験昨べみ,られたか-べれ列ま何れも可視的なぶので‘あゐのでしめれ
われは頭微鏡下で但州学的に或は組磁化学的･=研免I zこれらの児牧。解明に役立7

?-H ．
　j試料および｀方法
　特定・豆腐参堂業Ik I決めz材料を禄欣L だ。回定にはB．α油改液，雁衝みルマソ

ンi 印レに染色にはA細em-Schiff 氏農左用いて蛋白質を，過ヨード酸一<Sc沁ff 仄皮

で糖蜜J , 原麟ヽ塩CμためKiま舶ZAriv　Siiそ唄しフバれぞれヵ物僕の凍索に$> 7

だ。
　結果　豆肩の讃/鳶組磁ば，可鷹的にぱ一応功質r $,ヵように思われるが,製丘＆陵

の無調理・t ので･tをの組織は妁嶼rはなレう。殆んと呵賂吋丿乳か多速ら礼但蚕励r‘

あろのに，原料大豆の細けが玲めzi
す。調理萌陵におヽ･りこれ々豆腐但州の変死についt £ベヘ更に無伊塩類の消長につ

V-マも調理との迦㈲吋についX 延べ･る。これが味. 厦味. !ごわ'/ なと･･i-i哺悼き符

つ。


